特別支援学校　小学部　日常生活の指導　学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　
1　題材名　　おいしく食べよう～食べる前にきれいに手を洗おう～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
２　題材設定の理由
本学級は、小学部２年生の男子３名で構成されている。３名とも、食事、衣服の着脱、排せつなど、日常生活に関することは自らできるようになっており、身辺処理の力は身に付いてきている。手洗いについては、排せつ後、食事前等に自ら手を洗うことのできる児童と場面に応じて教師の働きかけが必要な児童に分かれるが、日常の生活での活動を通して少しずつ定着しつつある。しかし、手を洗う様子については石けんをつけずに洗って終わりにする、手のひらだけを洗って終わりにする、あるいは石けんの泡や水で遊びを始めてしまう等、きれいに手を洗おうとする意識がまだ十分に育っておらず、手の正しい洗い方についても身に付いていないのが現状である。
本題材は、健康面・衛生面への気づきやそれを保つ方法の獲得をねらいとしている。手洗いは毎日繰り返し行っている活動であり、実際の生活場面を通して指導している。この授業においては、別に時間を設定することで、日常の生活場面では気づかない事柄について、教師の話を聞いたり手本を見たりする学習を行うことで、手洗いが食中毒や病気の予防につながっていることに気づかせることができる。また、手順表を使って手洗いに関する様々な方法を確認することで、児童の実態に合わせて、正しい手の洗い方を意識させ、その方法を具体的に身につけさせ、日常の生活場面に返していくことも期待できる。さらに、毎日の給食をおいしく食べるためにも手洗いが大切であることを知らせることで、児童の健康面や衛生面での意識が高まるものと考える。
指導に当たっては、紙芝居、ブラックボックス等を取り入れることで、なぜ手洗いが大切なのかを視覚的に自分で気づくことができるようにしたい。さらに、手順表や教師の手本を見せることで、石けんをつけて洗うところから、ハンカチできれいに手を拭くところまでを確認させながら取り組ませ、児童それぞれの実態に合わせた手の洗い方が身に付くようにしていきたい。また、日常生活の場面でも繰り返し働きかけ、定着を図りたい。
３　「食べる力」との関連
	食べる力の要素
	○　期待する姿

	食事作りや準備にかかわる
	○　食べる前にきれいに手洗いができる。


４　題材の目標
（1） 正しい手洗いの仕方に関心を持ち、生活の各場面で衛生に配慮し、実践しようとしている。　　　　　（関心・意欲・態度）
（2） 手洗いの大切さに気づくことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）
（3） 正しい手洗いの仕方を覚え、丁寧に洗うことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能・表現）
（4） 正しい手洗いの仕方を理解している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
５　指導計画（１学期総時数７０時間・本時8/70時間）４校時目
　　　　０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70（時間）
	１　排せつ　
２　着替え（エプロン）　
３　手洗い
　　・石けんで手を洗う
４　給食準備
	本
時
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　　　　45（分）
６　本時の目標
　　手洗いの大切さに気づき、手順表等を見ながら、正しい手洗いの仕方を覚え最後まで行うことができる。
７　児童の実態と個別の目標
	児童
	児童の実態
	個別の目標

	Ａ
	・外出後や給食前は教師の声かけが必要であるが、排せつ後は自ら手洗いをすることができる。
・手洗いの際は、泡石けんを手のひらだけにつけて洗って終わりにしてしまうことが多い。
	・手順表や教師の手本を意識しながら正しく手を洗うことができる。

	Ｂ
	・手洗いは、教師に誘われてから洗うことが多い。
・泡石けんをつけて、手のひらと甲を洗うことができる。服などで手を拭いてしまうことが多い。
・手洗い中に水遊びをしてしまうことがある。
	・手順表を意識しながら、教師と一緒に最後まで手洗いを行うことができる。

	Ｃ
	・場面に応じて、自ら手洗いをすることができるが、泡で遊んでしまうことが多い。
・給食前に手洗いをしても、その後鼻などを触ってしまうことがある。
	・手順表を見ながら、正しい手洗いの仕方を覚え自ら行うことができる。


８　指導過程
　（１）展開例
	段階
	学習活動・内容
	時間
形態
	指導上の留意点　＊評価
	資料

	
	
	
	T1 学級担任・T2 学年担当
	T3学校栄養職員
	

	導入

	１「ありがとうセッケンマン」の紙芝居を見る。
　・　自分で椅子を並べる。
　・　椅子に座って、待つ。
２　本時の学習課題を把握する。
[image: image5.jpg]




	10

分
一斉

	○　これから紙芝居が始まることを知らせ、注目できるように声かけをする。
○　キャラクターの登場場面で声かけするなど紙芝居に興味がもてるようにする。
○　紙芝居の内容やブラックボックスのバイキンから、手の汚れが自分においてもあてはまることに気づけるように、バイキンを強調する。泡石けんを用いてきれいに手を洗おうとする意欲を高める。
　
	○　場面ごとに読む口調や読み方を変えながら興味が持てるように読み進める。登場人物を指さしながらなりきる。
○　　
	紙芝居
「ありがとうセッケンマン」
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	展開

	３　教師の手洗いの示範から、健康、衛生的な手洗いの方法を知る。
(1)　ブラックボックスに手を入れ、バイキンが手について出てくる様子を見る。　
（２） さらに、拡大レンズで見た手の汚れのモデルを見る。
（３） 教師の手洗いの見本を見る。
（４） きれいになった手の拡大レンズモデルを見る。
　
４　1人ずつ手を洗う。
正しい手洗いの仕方とポイントについて知り、実践する。
（1） 手をぬらす。
（2） 泡石けんは1回だけ押す。
（3） 手のひらを洗う。
（4） 手の甲を洗う。
（5） 指の間を洗う。
（6） 爪を洗う。
（7） 親指を洗う。
（8） 手首を洗う。
（9） 泡を流す。
(10)   ハンカチでふく。

	10

分
一斉
20

分
個別

	○　ブラックボックスに注目させる。
○　ブラックボックスから手を出したときに、バイキンがついていることを強調する。
○　きれいに手を洗うように声をかける。
○　個別の手順表を見ながら取り組めるようにする
○　教師も一緒に取り組み、具体的に声をかけるなど様子をみながら支援する。
○　文字や写真を注視するように促すとともに手本を示したり、手を添えたりして正しく洗えるようにする。
○　固形石けんでは、泡立てに時間を要するので、泡石けんを用意する。
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○　アトピーの児童、生徒は、丁寧に洗うことで症状をやわらげる効果があることを知らせる。

	○　ブラックボックスに手を入れ、バイキンが手について出てくる様子を説明する。
○　拡大レンズモデルを使い、バイキンを強調する。
○　手順を児童に分かりやすいようにポイントをおさえながら実演する。
　・　泡石けんポンプは１回だけおす。
　・　指と指の間、爪のまわり、手首は特に丁寧に洗う。
○　きれいになった手を意識できるように強調する。
○　先に洗っている児童の様子から、手洗いの手順を声をかけるなど様子を見ながら支援する。
○　手順に集中できるように支援する。

	ブラックボックス
バイキン
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拡大レンズモデル
（汚れた手）
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（きれいな手）
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手順表


	終末
	５　手洗いの方法や日常生活で実践することを確認する。
　　
	5

分一斉
	○　手洗いの方法を手順表で再度確認し、特にトイレの後、給食の前に洗うことを話す。
	○　本時の取組みを称賛し、手洗いが実践できるよう意欲を高める。
	


（２）細案例
	
	教師の働きかけ（発問）
	　　　 　　　　　　児童の反応

	
	【Ｔ１】さあ、これから「ありがとうセッケンマン」の紙芝居を見ます。
【Ｔ３】紙芝居を読む。
食べるときは手をきれいに洗わないといけないね。
【Ｔ１】手をきれいに洗うとバイキンもなくなるし気持ちも良いね。今日は、みんなの体や心にとっても大切な、手をきれいに洗う洗い方を学習しましょうね。
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・紙芝居をやるんだ。
・楽しみだな。
・しずかに聞くよ。


	
	【Ｔ１】ところで、みんなの手はきれいかな？
【Ｔ３】きれいな手のような気がするけどどうかな？この箱に手を入れてみるよ。
【Ｔ１】この箱に手を入れると手の汚れがわかるよ。
【Ｔ３】わあ、バイキンが手についているよ。
【Ｔ１】わあ、手にバイキンがついてる。
【Ｔ３】レンズでよーくみてみるよ。（拡大レンズモデルをみせる）
【Ｔ１】大きなレンズでみてみるよ。
【Ｔ３】わあ、こんなにたくさん手にはバイキンがいるんだね。バイキンがいるとマーくんはどうなったの。
おなかが痛くならないように、そして、きれいな手で気持ちよくなるように、手を洗うからよく見てね。
【Ｔ１】バイキンがたくさんいたから、きれいに洗おうね。
【Ｔ３】はい、手を洗うよ。（手を洗う手順を示す。手洗いの歌を利用するとよい。）
【Ｔ１】バイキンをなくすように順番を守って洗おうね。
【Ｔ３】手を洗う順番だよ。
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【Ｔ３】洗ってきれいになった手をもう一度レンズで見てみるよ。
【Ｔ１】手はきれいになったかな？
（拡大レンズモデルを見せる。）
【Ｔ３】あらら、バイキンがいない。きれいになっているよ。
【Ｔ１・Ｔ２】ほんとだ、バイキンがいない。きれいになってる。
【Ｔ３】きれいになった手で給食を食べるために、さあ、きれいに手を洗いましょう。
【Ｔ１・Ｔ２】一人、一人手洗いをするよ。
　△△ちゃんから洗うよ。次は△△ちゃん、その次は△△ちゃんだよ。よく見てるんだよ。
（１）　手をぬらします 。   　（２）　泡石けんは1回だけ押すよ。
（３）　手のひらを洗うよ。    （４）　手の甲を洗うよ。
（５）　指と指の間を洗うよ 。 （６）　爪も洗うよ。
（７）　親指を洗うよ。        （８）　手首を洗うよ。
（９）　泡を流します。       （1０）　ハンカチでふきます。
【Ｔ３】手順を何回も繰り返し、話しかける。
（待っている間に手洗いの手順表を一緒に見て、繰り返す）
○　△△ちゃん、泡石けんは1回だけおすよ。
○　指と指の間も洗うよ。
○　手はハンカチでふくよ。etc・・・
	・きれいだよ。ほーら。
・バイキンはいないよ。きれいだよ。
・この箱はなんだろう。
・変な箱だなあ。
・何が入っているの。
・手にバイキンがいるよ。
・バイキンがいっぱいだ。
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・おなかがいたくなったよ
・みんなで歌おう。
・つめも指の間も洗うんだね。
・どうなるかな？
・バイキンがいないよ。
・きれいになってる。
・手を洗うんだ。
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（手順表は次ページ参照）


	
	【Ｔ３】　みんな上手に洗えたね。給食もおいしく食べられるよ。
【Ｔ１】きれいな手になったかな。これで給食も食べられるよね。
　もう一度手順表をみて順番をみてみるよ。
　トイレの後や給食の前にきれいに洗おうね。
【Ｔ３】これからもきれいに手を洗おうね。
	・きれいな手になったよ
・気持ちがいいね。


９　評価の観点
（1） 教師側の観点
　　　・正しく手を洗うことができるように、声がけ、教材の提示等適切な支援ができたか。
（2） 児童側の観点
　　　・手順表を見ながら、正しい手洗いの仕方を覚え最後まで行うことができたか。
10　準備・資料等
・紙芝居　　　　　　　「ありがとうセッケンマン」　発行所　教育画劇　一部改変
・ブラックボックス
・手洗い手順表
	　　　１
	　　　２
	　　　３
	　　　４
	　　　５
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	てを
ぬらす
	せっけんは
１かいだけ
	てのひらを
あらう
	てのこうを
あらう
	ゆびのあいだをあらう

	　　　６
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	つめを
あらう
	おやゆびを
あらう
	てくびを
あらう
	あわを
ながす
	はんかちで
ふく


１１　配置図





＊手順表は児童の目の前で手順を追いながら説明し、手洗いの時水道の見やすいところに貼っておく。
　　　　　※板書については手順を黒板に貼って確認していくなど児童の実態に合わせて必要に応じて使用する。
１２　○成果と◎さらなる充実のために
（１）本時の授業から
　○　紙芝居を導入に入れたことで、きれいに手を洗おうとする意識がめばえた。
　○　手順表を活用することにより、順を追って細かいところまで正しい手洗いの仕方を示すことができ、それをもとに実践しようとする姿がみられた。
　○　ブラックボックスや、バイキン、拡大レンズモデルを使用したことでバイキンのイメージがつかめやすい。
　◎　簡単に手洗いをすませたり、きれいに洗った手で他にさわったりすることもみられたので、定着を図るため引き続き指導することが重要である。
（２）その後の児童の様子から
　○　手順表を見て自らきれいに手を洗えるようになってきた。
　○　バイキンという抽象的なイメージが持てるようになり、きれいに手を洗おうとする意識付けが図られてきた。
◎　手洗いの仕方について、保護者にプリントを配布し、確認しながら家で一緒に洗ってもらったり、ハンカチはトイレ用と給食用を用意してもらったりするように連絡し、定着を図る。
きゅうしょくのまえにきれいにてを


あらおう








＊手順表を見ながら、正しく手を洗うことができたか。


A：正しく手を洗うことができたか。


B：教師と一緒に最後まで手洗いを行うことができたか


C：正しい手洗いの仕方を覚え自ら行うことができた。





（１）　手をぬらします。     （２）　泡石けんは1回だけ押すよ。


（３）　手のひらを洗うよ。   （４）　手の甲を洗うよ。


（５）　指と指の間を洗うよ。 （６）　爪も洗うよ。


（７）　親指を洗うよ。       （８）　手首を洗うよ。


（９）　泡を流します。      （1０）　ハンカチでふきます。
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